
                            

 

 

○
林
道
の
整
備
に
つ
い
て 

林
道
は
、
木
材
の
安
定
的
な

供
給
や
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お
い

て
は
総
延
長
１
６
，
３
６
２

km
（
市
町
村
と
の
併
用
林
道

含
む
）
の
林
道
を
管
理
し
て
い

ま
す
。（
令
和
２
年
９
月
現
在
） 

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
林
道

を
維
持
管
理
す
る
ほ
か
、
必
要

な
箇
所
へ
の
林
道
の
開
設
（
新

設
工
事
）
、
林
道
の
機
能
向
上

を
図
る
た
め
の
改
修
（
改
良
工

事
）
、
大
規
模
な
降
雨
な
ど
に

よ
る
決
壊
し
た
箇
所
の
復
旧

（
災
害
復
旧
工
事
）
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
う
し
た
林
道
の

新
設
工
事
、
改
良
工
事
、
災
害

復
旧
工
事
を
巡
り
近
年
取
り

組
ん
で
い
る
事
項
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

    ○
国
土
強
靱
化
に
つ
い
て 

 
 

 

政
府
の
「
国
土
強
靱
化
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
施
策
の
重

点
化
・
優
先
順
位
付
け
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
組
み
合
わ
せ
等

に
よ
り
、
府
省
庁
が
横
断
的
に

国
土
強
靱
化
の
取
組
を
重
点

的
・
効
果
的
に
推
進
す
る
施
策

で
す
。 

林
野
庁
で
は
、
治
山
事
業
及

び
森
林
整
備
事
業
に
お
い
て
、

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

 ○
実
施
状
況
に
つ
い
て 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

山
地
災
害
の
危
険
性
が
高
い

地
区
等
の
周
辺
森
林
に
お
い

て
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を

防
止
・
最
小
化
す
る
た
め
に
必

要
な
林
道
の
改
良
を
平
成

30

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
３
年
間
で
集
中
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
、
７
路
線
の
林

道
が
完
了
し
て
お
り
、
本
年
度

は
、
さ
ら
に

11
路
線
の
改
良

工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

上
川
南
部
森
林
管
理
署
管

内
の
幌
加
沢
林
道
で
は
、
豪
雨

時
の
通
行
が
危
険
と
な
る
こ

と
や
増
水
す
る
た
び
に
修
繕

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
老

朽
化
し
た
河
床
路(

増
水
時
に

施
設
上
部
を
越
流
す
る
構
造

の
簡
易
な
排
水
施
設)

を
改
良

し
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
林
道
の
排
水

施
設
を
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
（
増
水
時
の
水
量
を
考
慮
し

た
箱
形
構
造
の
大
型
排
水
施

設
）
に
改
良
す
る
こ
と
で
、
増

水
時
に
も
林
道
を
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
ま

し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
南
富
良
野
町

が
管
理
す
る
上
水
道
施
設
や

上
流
域
に
あ
る
森
林
整
備
箇

所
へ
の
通
行
の
安
全
性
が
向

上
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
増
水
の
た
び
に
修
繕

が
必
要
と
な
っ
て
い
た
林
道

維
持
コ
ス
ト
の
削
減
も
見
込

ま
れ
ま
す
。 

     ○
林
業
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
推
進
の
必
要
性 

山
村
地
域
は
、
森
林
の
多
面

的
機
能
の
発
揮
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
一
方
で
、

過
疎
化
や
高
齢
化
の
進
行
、
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
森

林
の
増
加
等
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
林
野
庁
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
等
の
先
端
技
術
の
活
用

工事前（河床路） 実施後（ボックスカルバート） 

は
じ
め
に 

国
土
強
靱
化
を
図
る
た
め
の 

林
道
の
改
良
工
事 

ド
ロ
ー
ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
※ 

技
術
を
活
用
し
た
事
業
の 

効
率
化
の
推
進 

平成 30 年度新設  

林業専用道 

上川南部森林管理署 幌加沢林道 （南富良野町） 

※ICT︓「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略 



に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
の

推
進
に
よ
る
事
業
の
効
率
化

等
を
進
め
て
い
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
林

道
事
業
に
お
い
て
も
、
ド
ロ
ー

ン
等
を
活
用
し
た
自
然
災
害

状
況
の
把
握
、
測
量
設
計
業
務

へ
の
活
用
に
向
け
た
検
証
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ○
新
設
工
事
測
量
時
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用 

施
工
効
率
の
向
上
等
を
目

的
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
む

け
、
今
年
度
よ
り
上
川
中
部
森

林
管
理
署
に
お
い
て
次
年
度

開
設
予
定
林
道
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
施
工
の
確
立
に
向

け
た
調
査
業
務
」
（
林
野
庁
委

託
調
査
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
従
来
の
測
量

方
法
に
よ
る
結
果
と
３
次
元

測
量
の
結
果
（
地
上
レ
ー
ザ
ー

測
量
）
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
に
よ

る
オ
ル
ソ
化
デ
ー
タ
等
の
異

な
る
デ
ー
タ
の
精
度
等
を
比

較
・
検
証
し
、
問
題
点
や
課
題

の
洗
い
出
し
と
解
決
策
の
検

討
を
行
う
も
の
で
す
。 

３
次
元
測
量
（
地
上
レ
ー
ザ

ー
測
量
）
と
は
、
こ
れ
ま
で
「
点

と
線
」
で
表
現
さ
れ
て
来
た
地

形
を
、
「
起
伏
に
富
ん
だ
高
密

度
の
面
デ
ー
タ
」
と
し
て
処
理

す
る
も
の
で
、
据
置
き
型
レ
ー

ザ
ー
測
量
機
器
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
全
方
向
に
レ
ー

ザ
ー
を
照
射
し
て
地
形
を
計

測
し
ま
す
。 

照
射
さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
は
、

樹
木
の
隙
間
を
通
り
抜
け
地

表
面
に
到
達
し
、
誤
差
±
１
㎜

の
高
精
度
な
測
量
が
簡
単
に

行
え
る
こ
と
か
ら
、
３
次
元
Ｃ

Ａ
Ｄ
に
よ
り
、
図
上
で
の
路
線

検
討
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

国
有
林
と
民
有
林
が
近
接

す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
民
有

林
と
連
携
し
て
計
画
的
か
つ

効
率
的
な
路
網
整
備
を
行
え

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ

う
な
取
組
を
進
め
て
参
り
ま

す
。 

 ○
災
害
復
旧
で
の
ド
ロ
ー
ン

の
活
用 

 

降
雨
災
害
等
に
よ
り
被
災

し
た
林
道
施
設
の
現
況
把
握

に
も
ド
ロ
ー
ン
は
広
く
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
高
南
部
森
林
管
理
署
で

は
、
林
道
災
害
復
旧
工
事
実
施

箇
所
に
お
い
て
、
隣
接
し
た
の

り
面
が
崩
落
し
、
被
害
箇
所
が

大
き
く
広
が
る
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。
工
事
実
施
中
で
あ
る

た
め
、
速
や
か
に
被
害
拡
大
部

分
の
状
況
把
握
を
行
う
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
現
況
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の
カ
メ

ラ
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
下
方
か
ら
の
目
視
で
は

把
握
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ

た
被
害
状
況
を
上
空
か
ら
迅

速
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
台
風
が
通
過
し
た
後

な
ど
、
大
規
模
な
被
災
が
想
定

さ
れ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
被

害
の
有
無
と
被
害
状
況
を
確

認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
土
砂
の
崩
落
等
に
よ
り

車
両
が
通
行
で
き
な
い
場
合

は
、
徒
歩
に
よ
り
被
災
地
等
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
場
合
の
被
害

状
況
把
握
に
つ
い
て
は
、
時
間

的
な
制
限
の
中
で
、
往
復
数
km

の
徒
歩
に
よ
る
調
査
は
効
率

が
悪
い
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
現
況
把
握
が
有
効
で

す
。 こ

の
た
め
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
今
年
度
よ
り
、
事

前
に
ド
ロ
ー
ン
へ
飛
行
経
路

を
設
定
し
自
動
航
行
に
よ
り

被
災
状
況
を
把
握
す
る
検
証

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て

引
き
続
き
森
林
整
備
に
お
け

る
重
要
な
基
盤
施
設
で
あ
る

林
道
の
整
備
や
管
理
を
し
て

参
り
ま
す
。 

レーザー測量機器 

地上レーザーを活用した３Ｄ画像 

赤で示された区域が被害拡大箇所 

日高南部森林管理署 

車両通行困難な場合は徒歩で確認 

ドローンによる被害状況の把握 

お
わ
り
に 


